
事業所名　

作成日：

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成

に要する期
間

1 4

運営推進会議を活かした取組 ２ヶ月に１回開催する
意見を記録に残す

６ヶ月

2 33

重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 医療機関や家族等と連携を図り、希望があ
れば支援でくるよう取り組んでいきたい。

１２ヶ月

3 6

身体拘束をしないケアの実践 言葉の拘束をなくす。

１２ヶ月

4 26

チームでつくる介護計画とモニタリング 介護計画を実践し、評価をしていく。

１２ヶ月

5 35

災害対策 月１回避難訓練を行う。

６ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

施設介護計画、モニタリングや記録表等をわ
かりやすく見やすいように記録を行うよう努め
る。

月１回の避難訓練後に、、次回の実施に役立
つように、職員間で話し合う。

ターミナルケアについて会議などを行い、重度
化した場合の対応等を家族等と話し合う。

１ヶ月に１回勉強会を開催し、取り組んでいく。

グループホームありま荘(１号棟)

平成 ２３年２月３日

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

議事録のなかで参加者の意見、要望などをだ
れのものかということがわかるよう記録し、多く
の意見等を取り入れて問題改善をしていく。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

　（別紙４（２））

目標達成計画



事業所名　

作成日：

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成

に要する期
間

1 6

身体拘束をしないケアの実践

　　ひとりで外出されていることがあり、身体に
危険があると判断した場合は、施錠したことが
あった。

身体拘束をしない

言葉の拘束をなくす
１２ヶ月

2 33

重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 医療機関や家族等と連携を図り、希望があ
れば支援でくるよう取り組んでいきたい。

６ヶ月

3 4

運営推進会議を活かした取組 ２ヶ月に１回開催する
意見を記録に残す

６ヶ月

4 26

チームでつくる介護計画とモニタリング 介護計画を実践し、評価をしていく。

１２ヶ月

5 35

災害対策 月１回避難訓練を行う。

６ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

グループホームありま荘(２号棟)

平成 ２３年２月３日

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

見守りを行い、また、外出されようとする時は、
一緒に散歩に出かけるようにする。

１ヶ月に１回勉強会を開催し、取り組んでいく。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

　（別紙４（２））

目標達成計画

月１回の避難訓練後に、、次回の実施に役立
つように、職員間で話し合う。

ターミナルケアについて会議などを行い、重度
化した場合の対応等を家族等と話し合う。

施設介護計画、モニタリングや記録表等をわ
かりやすく見やすいように記録を行うよう努め
る。

議事録のなかで参加者の意見、要望などをだ
れのものかということがわかるよう記録し、多く
の意見等を取り入れて問題改善をしていく。



事業所名　

作成日：

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成

に要する期
間

1 3

運営推進会議を活かした知り組み ２ヶ月に１回開催する
意見を記録に残す

６ヶ月

2 26

チームでつくる介護計画とモニタリング 介護計画を実践し、評価していく。

６ヶ月

3 6

身体拘束をしないケアの実践 言葉の拘束をなくす

１２ヶ月

4 35

災害対策 月１回避難訓練を行う。

６ヶ月

5 33

重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 医療機関や家族等と連携を図り、希望があ
れば支援でくるよう取り組んでいきたい。

１２ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

月１回の避難訓練後に、、次回の実施に役立
つように、職員間で話し合う。

ターミナルケアについて会議などを行い、重度
化した場合の対応等を家族等と話し合う。

施設介護計画書、モニタリングを見やすいよう
書式等の変更等を行う。

１ヶ月に１回勉強会を開催し、取り組んでいく。

グループホームありま荘(3号棟)

平成 ２３年２月３日

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

議事録のなかで参加者の意見、要望などをだ
れのものかということがわかるよう記録し、多く
の意見等を取り入れて問題改善をしていく。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

　（別紙４（２））

目標達成計画


